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2 月号（74-02）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●解説：アルテスネイトは抗がん特効薬となるか？ 

 

野島	 博（のじま	 ひろし）  

大阪大学名誉教授 

3. 1979年東京大学理学系大学院生物化学専攻博士課程修了，理学博士 

4. 分子細胞生物学 

8. クラシック音楽鑑賞 
 

 

●解説：囲碁AI から逆合成解析へ 

 

寺山	 慧（てらやま	 けい）  

理化学研究所革新知能統合研究センター特別研究員，理化学研究所科技ハブ

産連本部医科学イノベーションハブ推進プログラム特別研究員（兼任），京都

大学大学院医学研究科特定助教 

1. 東京都 

2. 東京都立西高等学校 

3. 2016年京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程修了，2016 年博士（人間	 環境学） 

4. 機械学習を用いた創薬・材料科学の推進，画像処理技術に基づく水産業・水圏環境調査に向

けた手法開発 

8. お菓子づくり，落語鑑賞 

9. 東京ヤクルトスワローズ 
10. https://sites.google.com/site/terayamaweb/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

石田	 祥一（いしだ	 しょういち）  

京都大学大学院薬学研究科博士課程学生 

1. 神奈川県 

2. 神奈川県立横浜緑が丘高等学校 

3. 2017年北里大学薬学部薬学科卒業 

4. 深層学習と探索アルゴリズムを用いた合成経路予測システムの構築 

7. マルチェッロ・マッスィミーニ，ジュリオ・トノーニ 著，花本知子 訳，『意識はいつ生ま
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れるのか─脳の謎に挑む統合情報理論』亜紀書房 

8. 料理 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

奥野	 恭史（おくの	 やすし）  

京都大学大学院医学研究科教授，理化学研究所科技ハブ産連本部医科学イノ

ベーションハブ推進プログラム副プログラムディレクター 

1. 大阪生まれ奈良育ち 

3. 1995年京都大学大学院薬学研究科修士課程修了，2000年博士（薬学） 

4. 創薬科学，ビッグデータ医科学 

5. 時代の流れが速すぎる中でどう生き抜くべきか 

6. 胆大心小 

8. 車 

9. スクーデリア・フェラーリ（ただしF1） 
 

 

●話題：食用油，保存に気をつけていますか？ 

 

加藤	 俊治（かとう	 しゅんじ）  

東海大学医学部基礎医学系奨励研究員 

1. 宮城県 

2. 青森県立弘前高等学校 

3. 2014年東北大学大学院農学研究科博士後期課程修了 

4. 質量分析を用いた生体脂質や油脂の酸化機構の解析 

5. “研究”を楽しむこと 

6. 無ければ作る 

7. 三田一郎『科学者はなぜ神を信じるのか─コペルニクスからホーキングまで』講談社 

8. 囲碁，家庭菜園 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

仲川	 清隆（なかがわ	 きよたか）  

東北大学大学院農学研究科教授 

1. 愛知県 

2. 愛知県立岡崎高等学校 

3. 1999年東北大学大学院農学研究科博士後期課程修了 
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4. 過酸化脂質の分析技術の開発，食品機能成分の有効活用 

5. 色々な意味で有意義な（？），休日の過ごし方 

6. とある方から教えて頂いた「他人ではなく自分をコントロール」が信条です． 

7. 最近ではないですが，ピーター・メンツェル，フェイス・ダルージオ 著，みつぢまちこ 訳，

『地球の食卓─世界24か国の家族のごはん』（TOTO出版）が印象的でした． 

8. 愛犬との散歩 

9. 昔から，中日ドラゴンズ ラブです． 
10. http://www.agri.tohoku.ac.jp/kinoubun/index-j.html 

 

 

●紹介：細胞が情報物質を取り込む瞬間の撮影に成功 

 

吉田	 藍子（よしだ	 あいこ）  

北海道大学大学院医学研究院，日本学術振興会特別研究員 

1. 福岡県 

2. 私立志學館高等部 

3. 2017年京都大学大学院生命科学研究科博士課程修了 

4. バイオイメージング技術を用いた細胞膜動態の可視化解析 

6. 為せば成る 

8. 旅をすること，美味しいものを食べること 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

鈴木	 勇輝（すずき	 ゆうき）  

東北大学学際科学フロンティア研究所助教 

1. 静岡県 

2. 静岡県立磐田南高等学校 

3. 2012年京都大学大学院生命科学研究科博士課程修了 

4. 核酸ナノテクノロジーによる分子デバイスの開発と応用 

6. 一生修行 

8. 釣り 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

吉村	 成弘（よしむら	 しげひろ）  

京都大学大学院生命科学研究科准教授 
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1. 神戸市 

2. 兵庫県立神戸高等学校 

3. 2002年京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程修了 

4. 細胞内における生体分子の構造・機能動態の解析 

6. 人の一生は重き荷を背負うて遠き道を行くがごとし 

8. ロードバイク 
10. http://www.chrom.lif.kyoto-u.ac.jp 

 

 

●カガクへの視点 

 

荏原	 充宏（えばら	 みつひろ）  

国立研究開発法人物質・材料研究機構 MANA准主任研究者 

1. 東京都 

2. 東京都立西高等学校 

3. 2004年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修了，博士（工学） 

4. スマートポリマー 

6. 人が想像できることは必ず人が実現できる 

7. ジュール・ヴェルヌ『二十世紀のパリ』 

8. Jリーグ観戦 

9. 鹿島アントラーズ 
10. http://www.nims.go.jp/bmc/group/smartbiomaterials/index.html 

 


